
元輝新報 平成２７年３月号 

口 は 健 康 の も と Vol.149  

 超高齢社会のインプラント治療 

  健康長寿に大きな期待 

 昨年の敬老の日に際して、総務省から「平成２６年の６５歳以上の高齢者は前年に比べ１１１万人増の３､２９６万
人だった。総人口に占める割合は０.９ポイント増の２５.９%で、ほぼ４人に１人の計算となり、人数、割合とも過去
最高を更新した」という報告がありました。 ６５歳以上の高齢者の総人口に占める割合が２１%を超えると「超高齢
社会」と呼ばれますが、本邦は２００７年にその超高齢社会へ突入し、年々その傾向が強まっています。 

 この四半世紀で日本人の平均寿命は男女ともに5年ほど伸び、文字通り「人生は９０年」という時代となりつつあり

ます。この長寿を存分に生き抜いていくために、健康は欠かせませんし、その源となるのはバランスのとれた食事と
適度な運動であると考えられます。 

 一方、８０２０運動などの甲斐もあり、日本人の一人平均喪失歯数は各年代で減少の傾向にあります。ほぼ四半世
紀前の６０歳に現在の７０歳が匹敵し、歯の本数では１０歳の若返りが実現していると考えられます。そして、９０
歳までの健康長寿を前提とした場合、人工的に歯を回復する方法のひとつとしてインプラント治療には大きな効果が
期待できます。（次回に続く） 
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